
昨
年
第
九
五
回
総
会
で
ラ
イ
デ
ン
の
留
旨
日
目
の
伝
記
に
つ

い
て
口
演
し
た
が
、
今
回
ラ
イ
デ
ン
大
学
ボ
イ
ケ
ル
ス
医
史
学
教

授
の
御
好
意
に
よ
り
サ
ロ
モ
ン
鉗
子
の
ス
ラ
イ
ド
を
頂
い
た
の

で
、
実
物
の
鉗
子
と
、
原
著
『
産
科
学
手
引
書
」
（
二
版
一
八
二
六
）

サ

の
図
と
、
矢
田
部
卿
雲
訳
『
撒
氏
産
論
」
（
一
八
四
五
）
の
図
と
を

比
較
し
、
当
時
の
状
況
に
お
け
る
こ
の
鉗
子
と
そ
の
意
義
に
つ
い

て
考
察
し
た
い
・

夕
ン
グ

産
科
苔
焉
屈
（
鉗
子
）
に
つ
い
て
「
撒
氏
産
諭
」
は
、
巻
五
「
施

術
篇
」
の
中
で
八
三
頁
を
費
し
て
詳
述
し
て
い
る
。
サ
ロ
モ
ン
自

パ
ル
ヘ
エ
イ
ー
ン

身
は
、
一
七
二
○
年
頃
発
明
さ
れ
た
巴
層
歌
掎
焉
臨
辱
ロ
鉗
子

し
フ
レ
ツ
ト

ス
メ
ル
リ

は
不
十
分
な
も
の
で
、
そ
の
後
勒
敷
埒
多
斥
弓
曾
と
斯
墨
膚
礼

工夜
の
日
①
罠
①
が
鉗
子
に
骨
盤
軸
に
沿
う
骨
盤
弩
曲
を
つ
け
た
こ
と

で
完
全
な
も
の
と
な
り
、
こ
の
二
つ
の
鉗
子
に
勝
る
も
の
は
な
い

型
サ
ロ
モ
ン
氏
産
科
鉗
子

石
原

力

と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
上
で
サ
ロ
モ
ン
は
、
基
本
で
あ
る
ル
ヴ
レ

ー
鉗
子
の
匙
の
窓
縁
に
あ
る
隆
起
は
児
の
頭
皮
損
傷
防
止
の
た
め

か
ん
や
く

プ
リ
ュ
ー
ー
ン
ガ
ウ
セ
ン

に
取
り
除
き
、
管
鋪
（
接
合
部
）
は
蒲
律
尼
焉
鳴
烏
設
焉
卑
冒
‐

昌
畠
冨
口
の
ｇ
鉗
子
の
簡
単
な
も
の
を
採
り
、
柄
は
術
者
の
腕
を
挟

シ
エ
ポ
ル
ド

み
が
ち
な
末
端
の
鉤
状
部
分
を
取
り
去
っ
た
矢
夜
暴
唐
独

盟
ｇ
ｏ
豆
鉗
子
か
ら
採
っ
て
新
型
鉗
子
を
作
っ
た
が
、
こ
れ
ら
両

鉗
子
の
骨
盤
弩
曲
は
強
過
ぎ
、
後
か
ら
入
れ
る
右
葉
挿
入
時
に
、

前
に
入
れ
て
あ
る
左
葉
が
転
回
し
や
す
い
た
め
弩
曲
を
少
く
し

た
。
矢
田
部
は
原
著
の
図
に
は
記
載
が
な
い
の
に
鉗
子
の
長
さ
を

一
尺
四
寸
と
書
き
、
各
部
の
長
さ
も
示
し
た
兇
の
縮
小
図
を
掲
げ
、

製
作
し
よ
う
と
す
る
者
の
便
を
計
っ
て
い
る
。

サ
ロ
モ
ン
鉗
子
は
新
機
軸
の
も
の
で
は
な
く
、
部
分
改
良
型
鉗

子
の
た
め
か
、
ブ
リ
ュ
ン
ニ
ン
グ
ハ
ウ
ゼ
ン
や
シ
ー
ボ
ル
ト
鉗
子

も
同
じ
く
、
鉗
子
文
献
に
記
述
を
見
な
い
よ
う
で
あ
る
。
な
お
シ

ー
ボ
ル
ト
鉗
子
は
、
考
案
者
ベ
ル
リ
ン
大
学
産
科
教
授
シ
目
白

国
国
い
く
○
口
唆
①
ｇ
丘
の
甥
の
勺
三
百
℃
甸
国
目
ぐ
目
蝕
８
○
国
に

よ
り
一
八
二
三
年
日
本
へ
も
た
ら
さ
れ
、
娘
の
い
ね
か
ら
数
人
を

経
て
長
崎
県
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
門
人
へ
の
示
説
は

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
普
及
の
形
跡
は
な
い
。
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一
方
、
書
物
に
よ
る
鉗
子
の
紹
介
と
し
て
は
、
一
七
六
八
（
明
和

五
）
年
山
辺
篤
雅
の
自
序
の
あ
る
『
産
育
編
」
末
尾
に
、
一
七
九
八

ア
ン
ゲ
リ
ア

（
寛
政
一
○
）
年
の
日
付
け
の
あ
る
暗
厄
利
亜
（
英
国
）
の
「
偏
．

こ
画
つ

双
鋏
」
図
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
初
期
の
英
国
型
長
鉗
子

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
一
七
九
五
（
寛
政
七
）
年
の
自
序
が
あ
り
な
が

ら
一
八
二
二
（
文
政
五
）
年
に
公
刊
さ
れ
た
片
倉
元
周
の
『
産
科
発

工
ゲ
レ
ス

蒙
」
に
英
機
黎
国
産
科
書
所
載
の
「
奇
器
」
使
用
図
が
二
つ
あ
り
、

智
巧
の
士
に
製
造
を
勧
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ス
メ
リ
ー
著
「
解

剖
図
譜
」
二
七
五
四
）
所
載
の
ス
メ
リ
ー
弩
曲
短
鉗
子
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
産
科
鉗
子
の
製
作
と
使
用
に
つ
き
啓
蒙
す
る
意
義
が
あ

っ
た
。一

九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
本
格
的
産
科
翻
訳
書
と
し
て
は
、

ホ
ー
ル
ン

ハ
ー
フ

訶
倫
く
四
自
国
○
○
日
原
著
（
一
六
九
七
）
・
華
弗
肩
口
西
国
呉
藺
訳

『
助
産
術
教
育
』
二
七
六
八
）
の
青
地
林
宗
訳
「
訶
倫
産
科
書
』

パ
ウ
一
ア
ロ
ク
ク
エ

（
一
八
二
三
）
や
、
抜
烏
姪
腺
却
国
呂
号
一
○
８
月
原
著
「
産
科
原
理
」

（
三
版
一
八
○
六
）
．
ｎ
．
切
藺
訳
『
産
科
基
礎
』
（
一
八
○
八
）
の
足

立
長
篤
訳
『
産
科
礎
」
が
あ
る
が
、
両
吉
と
も
助
産
婦
用
の
せ
い

々
／
ン

グ

か
、
鉗
子
に
つ
い
て
の
説
明
は
な
く
、
後
著
に
「
丹
（
単
）
堀
」

ヂ
ュ
ゲ
ス

の
語
だ
け
が
み
ら
れ
る
。
モ
ン
ペ
リ
エ
大
学
産
科
教
授
儒
傑
氏

ロ
巨
鴨
の
原
著
『
産
科
学
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
（
一
八
二
六
）
・
無
名
氏
藺
訳

「
産
科
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
（
一
八
二
八
）
の
箕
作
院
甫
訳
『
産
科

し

簡
明
」
（
一
八
四
四
）
に
は
附
図
に
「
匙
鉗
」
使
用
六
図
が
あ
り
、

ボ
ー
ド
ロ
ッ
ク
鉗
子
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
説
明
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

な
お
江
戸
時
代
の
鉗
子
試
作
者
に
は
、
奥
沢
軒
中
（
出
頭
械
）
、
難

ぽ
ひ
ん

波
抱
節
（
牡
牝
子
）
、
深
見
友
賢
、
物
部
京
蔵
、
長
柄
舂
竜
等
が
知

ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
で
、
『
撒
氏
産
論
」
の
鉗
子
論
は
他
に
類
が

な
く
、
歴
史
、
構
造
、
用
法
、
目
的
、
適
応
、
要
約
（
条
件
）
、
禁

忌
等
に
及
ぶ
学
問
的
水
準
の
高
い
も
の
で
あ
り
、
本
書
は
優
れ
た

翻
訳
と
相
俟
っ
て
江
戸
時
代
最
高
の
産
科
学
書
と
言
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。
本
書
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
本
邦
最
初
の
帝
王
切
開
の
成

功
二
八
五
二
）
が
こ
れ
を
裏
耆
き
す
る
。
維
新
開
国
が
遅
か
っ
た

な
ら
、
サ
ロ
モ
ン
鉗
子
、
そ
の
改
変
鉗
子
が
、
こ
の
国
で
大
き
な

役
割
を
演
じ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
な
い
。

（
賛
育
会
病
院
助
産
婦
学
校
）
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